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生徒総会がありました☆ 
６月５日（水）生徒総会がありました。どの学年の生徒も立派な態
度で臨むことができました。生徒会本部、各専門委員会の活動報告
や活動計画、決算と予算、部活動の報告もありました。今年度は、昨
年度の残金に余裕が生まれたため、各部活動とも一律５０００円の予
算が上乗せされました。それぞれ、より充実した活動になることを願っ
ています。 
また、あらかじめ学級の時間で、質問項目を考えました。校則の変

更について、また文化祭や球技大会についてなどの質問が出まし
た。校則ついては、一朝一夕にはいきませんが、生徒会を中心に話し
合いを進めながら、時代に即したものに変えていくことが大切だと考
えています。 

明日から、備南東地区総体です！ 
  ３年生にとっては、県大会、中国大会そして全国大会へと続く最後の公式戦 
『備南東地区総合体育大会』が、明日から始まります。今日まで、どの部活動の選手も、この大会 
を目標に頑張ってきました。明日から、その練習の成果を信じ、船穂中生として、正々堂々と戦って 
きてほしいと思います。保護者の皆様も、熱い中の応援になると思いますが、どうぞ 
よろしくお願いいたします。 
  運動部の備南東地区総体に先駆け、９日（土）に、倉敷市民会館で吹奏楽祭が 
行われました。２，３年生のすばらしい演奏をバックに、１年生は青い Tシャツを着て 
軽快にダンスを披露する、楽しいステージとなりました。撮影禁止だったため、ステー 

ジの様子がお伝えできないの残念です。 
演奏を終えた後、達成感でいっぱいの笑顔です。→→→ 

 ６月７日（金）、２年生は広島平和資料館より被爆体験伝承者の 松田 京子

酸をお招きして、お話を聞きました。伝承講話とは、被爆体験をもたない人が、実

際に被爆された方からお話を伺い、それを伝えるというものです。戦後７９年が

たち、実際に戦争を経験された方がご高齢になっている今日、松田さんのような

方が原爆の話を語り継いでくださっています。松田さんの話で紹介された寺前

妙子さん（当時１５歳）は、爆心地から５４０メートルの場所で被爆しました。左目

を失うほど顔面にダメージを受け、生死をさまいましたが、その後奇跡的に回復

し、今日まで生きてこられました。その体験を、松田さんが語ってくださいました。

何度も目や耳を覆いたくなるような場面がありましたが、生徒たちは、実際に入

和学習で歩いた広島の街を思い出し、当時のことを想像しながら、真剣に話を

聞いていました。最後に松田さんから、あなたにとって平和とは？の質問に、「争

いや戦いがないこと」「好きな時に好きなことができること」などの答えが聞か

れました。今ある「平和」は、どこかの誰かが作ったものではなく、日本人がみん

なで守り続けてきたものです。これからも、ずっと平和な日本が続くように、今よ

り世界中が平和になるように、思いを持ち続けていってほしいと願っています。 


